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研究成果の概要：ドイツ語圏における第一次大戦期から第二次大戦後にいたる社会文化的なデ

ィスクルスの形成と再生産のプロセスを解明するために、研究実施計画に示された枠組みにし

たがって、福本、古屋、黒子は社会文化的ディスクルスの形成における「認知的・道具的合理

性」および「道徳的・実践的合理性」レベルについての理論的・個別的研究に従事し、中居、

園田は「美的・実践的合理性」レベルでの諸現象の研究を行った。研究素材は、1910 年から

1960 年までのほぼ 50 年間の、ドイツ語圏の各種メディア（新聞・雑誌・文学を含む文字メデ

ィア、さらに演劇・歌謡・美術などの芸術メディア、映画・ラジオ・TV などの技術メディア）

に広く渉猟し、その中で上記の理論的枠組みに照らして重要でありかつ時代と地域的特徴をよ

く表していると思われるものを取り上げて、各人が詳しく分析を試みた。福本は、社会文化的

事象のディスクルス分析の理論的考察（「テクスト・ディスクルス・ディスクルス分析」）を行

うとともに、第一次大戦前後の権力(Macht)をめぐるディスクルスの形成と再生産の過程を解

明するため、特にチューリッヒ・ダダの反市民的ディスクルスの特徴を体現しているヴァルタ

ー・ゼルナーを取り上げ具体的かつ詳しく論じた。中居はウィーンのリートの特徴分析を行い、

民衆歌謡における社会文化的ディスクルスの形成とその再生産の事情を明らかにした。園田は

劇作家カール・ツックマイアーの『ケーペニクの大尉』を取り上げ、「制服」のディスクルス装

置を第二帝政期ヴィルヘルム二世統治下のベルリンの時代と地域性と照らし合わせて詳しく論

じた。黒子は、メディア現象のエコノミー、自然科学の文化主義的理解、技術的装置と言語の

関係などについて、ハーバーマス＝スローターダイク論争に即して論じた。その際、黒子は、

20 世紀の科学技術およびそれをめぐるディスクルスを、ローマ時代に淵源を持つフマニスムス

につながる問題として問い直すとともに、このフマニスムスの問いを発展させ、ゲーテに始ま

る「世界文学」ディスクルスのもつ社会・経済・文化史的な射程を、マルクス、ブレヒトにお

ける再編成を通して究明した。古屋は、ベンヤミンのメディア概念の現代的射程をめぐって考

察するとともに、マルクス・バウアー『伝達のただ中 ―ヴァルター・ベンヤミンのメディア概

念―』翻訳と注解を行うことで、ベンヤミン研究に貢献を果たした。 
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者である福本は、かねてより現代言
語学に見られる 2つの潮流、すなわち、文法
構造の各レベルに一定の自律性を前提とし
てその規則性を探求する構造主義的言語研
究と、発話状況・日常知識・発話意図など文
法のコンテクスト依存性に着目する言語研
究を対比し、その相互補完的な観点に立脚し、
言語能力と言語活動の全体像を捉えようと
する研究を行なってきた。 
以上のような研究を通じて痛感されたのは、
言葉の「意味」はやはり広範な歴史的・社会
的・日常的コンテクストの中に醸成されると
いうまぎれもない事実であった。そこで今回
の研究は、従来の二つの研究を発展解消して、
歴史・社会・日常のなかで醸成される言葉の
「意味」作用に焦点を絞り、われわれ人間の
言語能力・言語活動の核心部分に迫ろうと考
えた。そのためにはいわゆる狭義の言語学か
ら抜け出て、文学研究、社会学、文化学研究
の知識と方法論と架橋を果たさねばなない
と考え、文学・文化研究と言語学研究の両者
を含む研究組織を立ち上げ、その両者に共通
の研究の枠組みを以下に述べるように設定
することで、本研究は出発した。 
 
２．研究の目的 
日常言語の推論過程に影響を及ぼす社会文
化的なディスクルスがどのようにして形成
され、再生産されるのかを、文学研究、言語
学、文化史、精神史、メディア史、メディア
文化論、社会的ディスクルス論、トポス論、
公共的言語使用、公共性の議論などに幅広く
貢献する観点・方法論から、解明することが
研究の目的とされた。 
 
３．研究の方法 
ハーバーマスがマックス・ウェーバーから批
判的に受け継いだ世界関係的認識論構造を
出発点としながら、そこから抜け落ちていく
領域を「認知的・道具的合理性」、「道徳的・
実践的合理性」、「美的・実践的合理性」と捉
えて、その領域で展開されるディスクルスの
生成と発展、変容と再生産を、社会文化的な
合意形成の場であると同時に具体的な歴史
的転成の場として分析することを目指した。 
1910 年から 1960 年までのほぼ 50 年間にお

けるドイツ語圏の各種メディアに登場する
典型的なディスクルスをとりあげ、それが日
常の談話世界、個々人の意見形成・イメージ
形成にどのように影響を与えたか、また日常
世界からのフィードバックによって、そのデ
ィスクルスはいかに変容し、また再生産され
たか、その結果、公共圏の議論や政策決定が
いかなる様相を呈することになったかにつ
いて解明するため、個別的研究を積み重ねた。 
 
４．研究成果 
研究報告集にまとめられているように、福本
は社会文化的な事象のディスクルス分析の
理論的考察（「テクスト・ディスクルス・デ
ィスクルス分析」）を行うとともに、第一次
大戦前後の権力(Macht)をめぐるディスクル
ス、「ダダ宣言」における反市民的ディスク
ルスの形成と再生産の過程を解明した。中居
はウィーンの民衆歌謡における社会文化的
ディスクルスの形成とその再生産の事情を
明らかにした。園田はヴィルヘルム期のベル
リン・ケーペニクにおいて起こった「ケーペ
ニク事件」をとりあげ〈制服〉をめぐる社会
的ディスクルスの形成と 20 年代における再
生産のプロセスを解明した。黒子は、メディ
アのエコノミー、自然科学の文化主義的理解、
技術的装置と言語の関係などについて、ハー
バーマス＝スローターダイク論争に即して
論じた。その際、黒子は、20 世紀の科学技術
およびそれをめぐるディスクルスをローマ
時代に淵源を持つフマニスムスにつながる
問題として問い直すとともに、このフマニス
ムスの問いを発展させ、ゲーテに始まる「世
界文学」ディスクルスのもつ社会・経済・文
化史的な射程を、マルクス、ブレヒトにおけ
る再編成を通して究明した。古屋は、ベンヤ
ミンのメディア概念をめぐって考察すると
ともに、マルクス・バウアー『伝達のただ中 
―ヴァルター・ベンヤミンのメディア概念
―』翻訳と注解を行うことで、ベンヤミン研
究に貢献を果たした。これらの個別研究を通
じ、1910 年から 1960 年までのほぼ 50 年間
のドイツ語圏のディスクルス分析を基にし
た、知の個別具体性と総体性を同時に視野に
納めた文化記述理論の基礎的研究が終了し、
今後の文化理論展開および他の時代のディ
スクルス分析への指針が得られた。 
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